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決算をチェック
歳入歳出決算

　
令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
を
９
月
３
日
か
ら
20
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
き
、
平
成
30
年
度

一
般
会
計
決
算
・
特
別
会
計
決
算
・
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
町
提
出
の
23
議
案
に

つ
い
て
慎
重
に
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　決算は「すでに使ってしまったお金」ですが、「適法適正だったか」「無駄な施策はなかったか」そして「町
が 1 年間に皆様の税金で住民のために何を達成したのか」などを議会が監視・精査することは、よりよいまち
づくりにとって大変重要です。なお、歳入から歳出を引いた差額は基金への繰り入れや令和元年度への繰り越
しとなります。

性質別
歳出

扶助費
25%

物件費
14.5%

繰出金
13.8%

人件費
13.2%

投資的
経費

8.4%
その他

（積立金 他）
25.1%

歳　出
119 億 7599 万円

（前年度 123 億 2341 万円）

39.8%

12.9%

11.6%

10.9%

  9.9%
  8.4%
  6.5%

民生費
47億6421万円

土木費
15億4797万円

公債費
13億9427万円

総務費
13億  899万円

教育費
11億8808万円

衛生費
  9億9990万円
その他
  7億7256万円

民生費とは、高齢
者 福 祉 や 児 童 福
祉、母子福祉、障
害者福祉、生活保
護等の福祉に使わ
れるお金です。

健康ポイント事業

平成 30 年度から令和 2 年度
まで実施の新事業。健康づく
りになる行動にポイントを付
与、地域商品券等に交換でき
ます。

360万円

要保護・準要保護 就学援助

経済的理由で就学困難な小中
学生の保護者へ学用品費や給
食費の一部、新入学準備金を
支給。
対象児童生徒　計 497 人。

3508万円

都市計画道路 西高田線 街路整備事業

高田踏切から長与中央橋まで
をつなぐ道路のための用地買
収・移転補償等。工事進捗は
現在 47％で令和 8 年度完成
予定。

1億8078万円

長与町町制施行 50 周年記念事業

町制施行 50 周年に伴い、平
成 30 年度は主に周知や募集、
講演会などを実施。

564万円

注目事業ピックアップ
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新たな議会で
平成 30 年度一般会計

決算をチェック
歳入歳出決算

認定
賛成13：反対2

歳　入
129 億 4578 万円

（前年度 130 億 7710 万円）

35.8%

15.8%

12.6%

  7.5%
  7.3%

  
21.0%

町税
46億3896万円
・個人町民税	 50.2%
・法人町民税	  2.8%
・固定資産税	 33%
・都市計画税	 6.6%
・町たばこ税	 5.1%
・軽自動車税ほか
	 2.3%

地方交付税
20億4240万円

国庫支出金
16億2710万円

町債
  9億7523万円
県支出金
  9億4065万円

その他
27億2144万円

滞
納
者
の
た
め
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
事
業
の
成
果
は
。

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
よ
り

納
税
可
能
に
な
っ
た
人
や
、
生
活

困
窮
で
生
活
保
護
に
移
行
し
た
人

な
ど
の
成
果
が
出
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
長
与
応
援
寄
附
金
の
増

収
の
要
因
は
何
か
。

干
物
な
ど
新
た
に
増
や
し
た
返
礼

品
が
人
気
で
急
激
に
伸
び
た
。

町
内
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
進

ん
で
い
る
が
、
電
気
代
の
削
減
効

果
は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

従
来
の
蛍
光
灯
の
約
２
分
の
１
に
な

る
。
今
年
度
で
町
内
の
全
防
犯
灯
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

町
内
の
多
数
の
公
園
で
遊
具
を
長
期

封
鎖
し
改
修
を
行
っ
て
い
た
が
、
終

わ
っ
て
い
な
い
公
園
も
あ
る
の
か
。

ま
な
び
野
の
「
あ
じ
さ
い
公
園
」

な
ど
計
３
カ
所
あ
る
が
、
今
年
度

中
に
は
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

免
許
返
納
者
へ
ス
マ
ー
ト
カ
ー
ド

３
千
円
分
を
贈
呈
し
て
い
る
が
、
ス

マ
ー
ト
カ
ー
ド
廃
止
後
の
予
定
は
。

本
町
は
長
崎
バ
ス
利
用
者
が
多
い

た
め
、
す
で
に
エ
ヌ
タ
ス
Ｔ
カ
ー

ド
３
千
円
分
に
変
更
し
て
い
る
。

こ
ど
も
政
策
課
の
不
用
額
が
目
立
つ

事
業
は
児
童
減
少
の
結
果
の
よ
う
だ

が
、
ど
の
く
ら
い
減
っ
て
い
る
の
か
。

出
生
数
が
平
成
29
年
ま
で
は
１
年

で
４
０
０
人
を
超
え
て
い
た
が
、

平
成
30
年
は
３
４
９
人
だ
っ
た
。

主
な
質
疑

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

大
型
事
業
が
福
祉
を
圧
迫

現
場
の
努
力
が
結
果
に

　

土
地
区
画
整
理
や
街
路
事

業
な
ど
の
大
型
事
業
が
財
政

の
大
き
な
枷
と
な
り
、
敬
老

祝
い
金
削
減
な
ど
住
民
福
祉

の
後
退
が
見
ら
れ
る
。
経
済

振
興
も
商
業
の
衰
退
な
ど
成

果
が
出
て
い
な
い
。
こ
の
よ

う
な
大
型
事
業
推
進
の
決
算

は
承
認
で
き
な
い
。	 （
河
野
）

　

パ
ソ
コ
ン
一
括
購
入
な
ど

に
よ
る
現
場
レ
ベ
ル
で
の
経

費
削
減
や
納
税
推
進
の
成
果

が
出
て
い
る
。
経
常
収
支
比

率
の
改
善
な
ど
課
題
も
あ
る

が
、
保
育
士
確
保
の
た
め
に

賃
金
を
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
町

民
の
生
活
の
必
要
に
応
じ
た

的
確
な
業
務
遂
行
で
あ
る
。

（
八
木
）

反
対
討
論

賛
成
討
論

ふるさと長与応援寄附金

（平成 29 年度は 9503 万円）

1 億 9875 万円

➡

UP

　　 町税収納率

（平成 29 年度は 97.27％）

97.77％

➡

UP

　　　資源売払収入

（平成 29 年度は 764 万円）

609 万円

DOWN➡
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歳出39億8,430万円

保険給付費
28億2,157万円
保険給付費

28億2,157万円

事業費納付金
9億6,113万円
事業費納付金
9億6,113万円

基本積立金
5,960万円
基本積立金
5,960万円 その他

1億4,200万円
その他

1億4,200万円

歳入41億2,115万円

県支出金
29億5,247万円
県支出金

29億5,247万円

保険税
8億8,605万円
保険税

8億8,605万円

繰入金
2億3,453万円
繰入金

2億3,453万円
その他
4,810万円
その他
4,810万円 県

へ
運
営
移
行
し
た
後
　
安
定
化
へ
　

平
成
30
年
度
　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

 
国
保
世
帯
数　

４
９
７
２
世
帯　

被
保
険
者
数　

８
２
８
５
人

被
保
険
者
数
減
少
の
要
因
は
何
か
。

国
民
健
康
保
険
の
対
象
者
は
74
歳
ま

で
あ
り
、
人
口
が
減
少
し
て
い
る
た

め
で
あ
る
。

（
歳
入
に
含
ま
れ
る
）
第
三
者
納
付
金

の
内
容
は
何
か
。

交
通
事
故
加
害
者
側
の
負
担
金
で
あ

る
。
30
年
度
は
９
件
で
、
合
計
約

１
３
０
０
万
円
の
賠
償
額
が
あ
っ
た
。

主
な
質
疑

問問 答答

高
齢
者
の
虐
待
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

調
査
は
２
件
あ
っ
た
が
、
虐
待
件
数
は
１
件
で
あ

る
。

介
護
保
険
専
門
員
の
報
酬
不
用
額
が
約
２
０
０
万

円
だ
が
、
理
由
は
何
か
。

介
護
専
門
員
２
名
配
置
予
定
が
作
業
療
法
士
１
名

雇
用
と
な
り
減
額
と
な
っ
た
。

主
な
質
疑

問問 答答

法
定
外
繰
入
を
す
る
べ
き

適
正
に
行
わ
れ
て
い
る

　

国
保
世
帯
の
負
担
は
限
界
に
達
し
て

い
る
。
法
定
外
の
繰
り
入
れ
な
ど
財
政

支
援
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。	

（
堤
）

　

公
平
性
の
観
点
か
ら
、
収
納
の
努
力

が
望
ま
れ
て
い
る
。
決
算
は
適
正
に
行

わ
れ
て
い
る
た
め
認
定
す
べ
き
と
判
断

す
る
。	

（
岩
永
）

反
対
討
論

賛
成
討
論

平成 30 年度
介護保険特別会計決算

平成 30 年度
後期高齢者医療特別会計決算

歳入 30億4616万円　歳入 4億9313万円

歳出 26億3355万円　認定者数 1811人歳出 4億9073万円　被保険者数 5015人

高
齢
者
隔
離
政
策
で
は

年
金
生
活
者
支
給
給
付
制
度
を
開
始

　

国
民
を
年
齢
で
区
分
け
し
世
代
間
の
分
断
、
対

立
を
煽
る
よ
う
な
制
度
で
容
認
で
き
な
い
。

（
堤
）

　

今
後
も
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
、
高
齢
者
が

必
要
な
医
療
を
安
心
し
て
受
け
る
機
会
を
確
保
で

き
る
よ
う
、
保
険
制
度
の
安
定
化
に
期
待
す
る
。

（
安
部
）

反
対
討
論

賛
成
討
論

後期高齢者医療適正か 年々増える介護保険 認定
全会一致

認定
賛成13：反対2

認定
賛成13：反対2
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進んでいる？　進んでいない？　高田南の宅地造成　

年
度
末
工
事
進
捗
率
（
工
事
ベ
ー
ス
）

　
道
路
整
備　
54
・
１
％

　
宅
地
造
成　
56
・
９
％

平成 30 年度 土地区画整理事業特別会計決算　歳入 9 億  871 万円　歳出 9 億  447 万円

認定
賛成13：反対2

宅
地
造
成
の
進
捗
率
が
29
年

度
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。
実

際
に
は
工
事
は
進
ん
で
い
る

と
思
う
が
な
ぜ
か
。

現
場
の
工
事
は
進
ん
で
い
る

が
、
実
際
に
宅
地
と
し
て
地
権

者
に
返
し
た
面
積
を
積
み
上
げ

る
た
め
反
映
し
て
い
な
い
。

主
な
質
疑

問答　

長
年
、
計
画
を
続
け
る
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
き
た
が
、
顧

み
る
事
が
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
一
括
発
注
へ
と
計
画
を
変
更
し

た
が
、
安
定
し
た
国
の
補
助
の
交
付
や
、
想
定
外
の
岩
盤
な
ど
に

よ
る
工
期
に
対
す
る
不
安
な
ど
、
不
安
が
解
消
さ
れ
る
に
は
至
ら

な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
賛
成
で
き
な
い
。	

（
堤
）

　

事
業
の
認
可
か
ら
34
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
地
権
者
の

苦
し
み
は
量
り
よ
う
も
な
い
。
工
事
期
間
５
年
を
目
標
に
民
間
活

力
を
活
用
し
た
一
括
発
注
の
推
進
は
、
大
変
な
進
歩
と
考
え
る
。

	

（
松
林
）

反
対
討
論

賛
成
討
論

上
下
水
道
の
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
と
経
営
を
維
持

収
益
的
収
入
８
億　

２
７
９
万
円

収
益
的
支
出
６
億
９
６
９
１
万
円

資
本
的
収
入
２
億
３
７
１
２
万
円

資
本
的
支
出
５
億
８
１
２
９
万
円

30
年
度
純
利
益
の
減
少
の
要
因

は
。

営
業
費
用
の
増
加
と
、
節
水
型

家
電
等
の
普
及
に
よ
る
減
収
で

あ
る
。

有
収
率
の
考
え
方
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。

90
％
を
維
持
し
て
お
き
た
い
。

作
っ
た
水
を
無
駄
に
し
な
い
よ

う
、
漏
水
調
査
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
が
、
高
度
経
済
成
長
期

に
埋
設
し
た
配
水
管
か
ら
の
漏

水
が
若
干
あ
り
、
修
理
を
し
て

い
く
。

水
道
事
業
の
長
崎
市
、
時
津
町

と
の
連
携
、
協
議
は
。

す
で
に
１
市
２
町
の
協
議
会
を

作
っ
て
お
り
、
運
営
上
の
課
題

や
、
県
か
ら
の
方
針
を
広
域
で

協
議
し
て
い
る
。

収
益
的
収
入
10
億
２
８
６
３
万
円

収
益
的
支
出
９
億
２
０
４
４
万
円

資
本
的
収
入
１
億
３
３
６
０
万
円

資
本
的
支
出
２
億
９
１
５
４
万
円

企
業
債
は
金
利
の
安
い
も
の
に

借
り
換
え
て
い
る
の
か
。

借
り
換
え
て
い
な
い
。
過
去
は

金
利
が
高
い
も
の
も
あ
っ
た

が
、
順
次
古
い
も
の
か
ら
償
還

が
終
わ
り
、
現
在
借
り
て
い
る

も
の
は
低
金
利
で
あ
る
。

平
成
30
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算

平
成
30
年
度
下
水
道
事
業
会
計
決
算

問問

問

問 答答

答

答

耐用年数を過ぎた設備を更新（長与浄化センター）

工事が続く高田南

全会一致

認定

不
安
が
解
消
さ
れ
な
い

大
変
な
進
歩
だ

収益的収支…主に維持管理の関係　収入＝使用料、負担金　支出＝維持管理費、人件費
資本的収支…主に設備投資の関係　収入＝補助金、借入金　支出＝事業費、償還金

用　語
解　説



　今回は、施設老朽化による学校や公民館等の雨漏り、外壁の修繕などが目立つ内容となりました。今後も長
与町公共施設等総合管理計画に基づき、「適切な維持管理・修復」によるコストの削減、平準化に努めることが
求められます。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

改
修
工
事
費

１
９
８
０
万
円

長
与
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
修
繕
費　
６
９
万
円

校
舎
整
備
工
事
費

３
９
０
０
万
円

　
洗
切
小
学
校
校
舎
屋

上
の
防
水
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

幼
保
無
償
化

３
９
７
４
万
円

　
子
育
て
世
代
の
負
担

を
減
ら
す
こ
と
で
多
く

の
子
ど
も
が
質
の
高
い

教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
な
ど
を
目
的
に
、
10

月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
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幼児教育・保育無償化　子育て全力投球 !!
全会一致
可決

歳
入 

９
９
５
万
円

歳
出 

８
０
１
万
円

嬉
里
駐
車
場
の
現
在
の
出
入
り
口
は

不
便
で
は
な
い
か
。

公
共
施
設
管
理
計
画
な
ど
の
改
修
時

に
検
討
し
た
い
。

無
人
化
に
し
て
は
ど
う
か
。

管
理
人
雇
用
も
あ
り
、
同
計
画
の
中

で
検
討
し
た
い
。

　
１
９
４
万
円
追
加

　
　
総
額　
９
６
９
万
３
千
円

平
成
30
年
度

駐
車
場
事
業

特
別
会
計
決
算

令
和
元
年
度

駐
車
場
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

問問 答答
全会一致
認定

全会一致
可決

　
元
年
度
一
般
会
計
に
１
億
３
０
１
０
万
２
千
円
を
追
加

し
、 

総
額
１
２
９
億
４
６
８
７
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。長与町立高田保育所

令和元年度　長与町一般会計補正予算（第２号）

嬉里駐車場の出入り口
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新しい地域交流の拠点に

ご
活
躍
を

　
以
下
の
人
事
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
全

会
一
致
で
同
意
・
適
任
と
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
教
育
長 

　
勝か
つ

　
本も
と

　
真し
ん

　
二じ 

氏
（
高
田
郷
）

教
育
委
員
会
委
員

　
山や
ま

　
本も
と

　
　
　
淳
あ
つ
し 

氏
（
高
田
郷
）

人
権
擁
護
委
員

　
佐さ

　
野の

　
浩ひ
ろ

　
子こ 

氏
（
嬉
里
郷
）

期
待
し
ま
す

高田越トンネル上部に公園
（仮称）道ノ尾中央公園新設工事契約を締結

全会一致
可決

　
道
ノ
尾
中
央
公
園
を
新
設
す
る
た
め
の
工

事
請
負
契
約
議
案
が
出
さ
れ
、
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

契
約
金
額　

９
１
１
６
万
８
千
円

　

契
約
の
相
手
方　

株
式
会
社　

ウ
ヱ
ノ

　

面
積　

約
３
７
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

　

工
事
期
間　

令
和
２
年
３
月
13
日
ま
で

　

契
約
の
方
法　

16
社
の
指
名
競
争
入
札

　

学
校
の
熱
中
症
対
策
、
環
境
改
善
の
た
め
議
会
か
ら
エ
ア
コ

ン
設
置
を
求
め
る
意
見
が
多
く
出
さ
れ
、
町
は
昨
年
度
、
エ
ア

コ
ン
設
置
予
算
を
緊
急
上
程
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
普
通
教
室
、
給
食
調
理
場
の
空
調
設
備
工
事
が
完

了
し
ま
し
た
。

   

学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
完
了

　  〈
町
内
小
中
学
校
の
普
通
教
室
〉

子
ど
も
医
療
費
助
成

小
中
学
生
も
役
場
へ

の
申
請
不
要
に

全会一致
可決

　

福
祉
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
改

正
を
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

小
中
学
生
も
病
気
な
ど
で
医
療
機
関
に

か
か
っ
た
場
合
、
助
成
後
の
金
額
を
病
院

の
窓
口
で
支
払
う
方
式
と
な
り
ま
す
（
調

剤
薬
局
で
の
支
払
い
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
）。

・
実
施
は
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
で
す
。

　
（
詳
細
は
広
報
な
が
よ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
頂
い
た
お
か
げ
で
、
昨
年
ま
で
と

は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
学
習
に
集
中
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
特
に
受
験
生
で
あ
る
３
年
生
に
と
っ
て
学
校

で
の
授
業
は
と
て
も
大
切
と
な
る
の
で
、
整
っ
た
環
境
の
中

で
勉
強
が
で
き
る
こ
と
が
本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
。

（
長
与
中　
３
年
）

報告　
前
は
外
か
ら
帰
っ
て
き
た
ら
、
友
だ
ち
と
せ
ん
ぷ
う
き
の

前
の
と
り
合
い
に
な
っ
て
い
た
け
ど
、
教
室
全
体
が
す
ず
し

い
の
で
、
気
持
ち
い
い
で
す
。
勉
強
も
た
く
さ
ん
が
ん
ば
り

ま
す
。
で
も
、
夏
休
み
が
短
く
な
ら
な
け
れ
ば
い
い
な
あ
と

思
い
ま
す
。

（
長
与
南
小　
２
年
）
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提
案
区
分

議　　　　　　案

審
議
結
果

八
木
　
亮
三

松
林
　
　
敏

西
田
　
　
健

浦
川
　
圭
一

中
村
　
美
穂

安
部
　
　
都

内
村
　
博
法

安
藤
　
克
彦

金
子
　
　
恵

岩
永
　
政
則

堤
　
　
理
志

河
野
　
龍
二

吉
岡
　
清
彦

竹
中
　
　
悟

西
岡
　
克
之

山
口
憲
一
郎

執
　
　
行
　
　
機 

　
　
関

長与町印鑑条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

長与町国民健康保険財政調整基金条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

長与町介護給付費等準備基金条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

長与町福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

長与町特定教育・保育施設の利用者負担に関する条例の一部
を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

道ノ尾中央公園新設工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和元年度長与町一般会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和元年度長与町駐車場事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和元年度長与町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和元年度長与町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和元年度長与町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和元年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会
計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

平成30年度長与町一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ▼ ○ ○ ○ ※

平成30年度長与町駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

平成30年度長与町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定
について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ▼ ○ ○ ○ ※

平成30年度長与町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認
定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ▼ ○ ○ ○ ※

平成30年度長与町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

平成30年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会
計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ▼ ○ ○ ○ ※

平成30年度長与町水道事業剰余金の処分及び決算認定について 可決認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

平成30年度長与町下水道事業剰余金の処分及び決算認定につ
いて 可決認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

人権擁護委員の推薦について 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

長与町教育委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

長与町教育委員会教育長の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

（○賛成　▼反対　■棄権　◆除斥　－欠席）
※ 議長は採決に加わらないため「※」で表示
■ 棄権とは、議員自らの意思により表決に参加しないこと。
◆ 除斥とは、議員は直接の利害関係のある事件について、その議事に参与することができないこと。（地方自治法第 117 条）

令和元年第３回定例会の議案および賛否
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掲載ページ

一 般 質 問

質問は、行財政全般にわたって議員主導の政策論議をするもので、議員も執行側も十分
な準備を必要とすることから、事前通告制です。
制限時間６０分の範囲内で、一問一答制をとっています。

質問した議員が実際のやりとりの範囲内で執筆したものです。
原稿は、原則として１０００文字以内で要約したもので、原文を尊重して掲載しています。

会議録は、長与町図書館、長与北部地区多目的研修集会施設、高田地区公民館、
上長与地区公民館、長与町議会ホームページで閲覧できます。

本会議の模様を、ユーチューブでライブ配信・録画配信しています。ご自宅のパソコンや
タブレットなどからもご覧になれます。

一 般 質 問

一般質問の記事

会 議 録 の 閲 覧

会議の中継・配信

10 吉　岡　清　彦 議員
① 幸福度日本一に向けての職員力あるいは人間力について
② 公園の有効利用について
③ 長与町公民館の１階フロアを板張りにせよ について

11 八　木　亮　三 議員
① 公立学校の学校公開週間におけるセキュリティについて
② 住環境改善のための野良猫対策の本町の方針について

12 内　村　博　法 議員
① 役場職員の働き方改革について
② 学校職員の働き方改革について

13 安　部　　　都 議員
① 子どもの食の安全性と町の農業環境対策について
② 高齢者等の健康と安心できるまちづくりについて

14 金　子　　　恵 議員
① 持続可能な協働の在り方について
② 次期町長選への出馬について

15 西　岡　克　之 議員
① 本町の福祉政策について
② 本町の産業振興について

16 堤　　　理　志 議員

① 歯・口腔機能の維持向上について
② 学童保育・放課後児童クラブの職員配置基準の一部緩和の対応について
③ 小・中学生の電子機器（スマートフォン・タブレット端末など）の利用

と対応について

17 浦　川　圭　一 議員
① 長与町公共施設等総合管理計画で示された整備方針の達成状況につ

いて
② 本町の人口動態について

18 松　林　　　敏 議員
① 本町の人口減少対策について
② 雑草対策について

19 河　野　龍　二 議員
① 災害時の課題について
② 中尾城公園スパイラルスライダーについて

20 安　藤　克　彦 議員
① 新図書館の建設について
② 長与町奨学生及び奨学金返還助成制度について

21 中　村　美　穂 議員 ① 健康づくりの推進について

12人 が 問う
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回答

中
止
以
前
と
同
等
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
今
後
の
調
査
に

お
い
て
安
全
に
再
開
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
エ
ア

ロ
ブ
リ
ッ
ジ
と
共
に
中
尾
城
公
園

の
シ
ン
ボ
ル
、
そ
し
て
町
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
と
し
て
活
用
し
て
い
き

た
い
。

■ 

議
員　

今
注
目
さ
れ
て
い
る

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
（
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
）
施
設
を
町
内
に
設
置

し
て
、
若
者
を
呼
び
込
む
考
え
は

な
い
か
。

■ 

町
長　

施
設
の
設
置
に
つ
い

て
は
新
た
な
設
置
費
用
の
み
な
ら

ず
、
落
下
防
止
な
ど
の
安
全
対
策

に
伴
う
職
員
の
配
置
や
安
全
装
置

の
設
置
お
よ
び
管
理
、
落
下
な
ど

に
対
す
る
リ
ス
ク
を
考
え
る
と
、

施
設
の
設
置
は
難
し
い
。

■ 

議
員　

職
員
を
採
用
す
る
と

き
の
基
準
は
何
か
。

■ 

議
員　

中
尾
城
公
園
の
ス
パ

イ
ラ
ル
ス
ラ
イ
ダ
ー
の
今
後
の
計

画
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　

使
用
中
止
後
か
ら
現

地
調
査
や
工
法
検
討
な
ど
を
行
っ

て
い
た
。
今
回
、
再
開
へ
の
目
途

が
立
ち
、
財
源
に
お
い
て
も
国
の

補
助
金
で
あ
る
「
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
」
を
活
用
し
、
令
和

２
年
度
に
詳
細
な
調
査
設
計
を
行

い
、
３
年
度
に
改
修
工
事
が
で
き

る
よ
う
県
と
も
協
議
を
進
め
て
い

る
。

■ 

議
員　

管
理
費
、
運
営
費
は

ど
の
よ
う
な
計
画
か
。
思
い
切
っ

て
撤
去
す
る
決
断
も
必
要
と
思
う

が
ど
う
か
。

■ 

町
長　

施
設
規
模
・
内
容
共

に
大
規
模
な
変
更
は
な
く
、
使
用

■ 

町
長　

地
方
公
務
員
法
に
お

い
て
、
採
用
試
験
を
実
施
す
る
職

に
係
る
標
準
的
職
務
遂
行
能
力
お

よ
び
当
該
職
に
つ
い
て
適
正
を
有

す
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
こ
と

が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
１
次
試
験

の
筆
記
試
験
を
も
っ
て
能
力
お
よ

び
適
正
を
有
す
る
こ
と
を
判
定
し

て
い
る
。
２
次
・
３
次
試
験
の
面

接
試
験
で
は
、
人
物
を
重
視
し
、

協
調
性
、
積
極
性
、
表
現
力
な
ど

総
合
的
に
判
定
を
行
い
、
将
来
本

町
に
と
っ
て
有
用
と
な
り
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
人
材
を
厳
格
に
選
考

し
て
い
る
。

■ 

議
員　

採
用
後
の
職
員
の
能

力
あ
る
い
は
人
間
力
を
高
め
る
た

め
に
町
長
は
ど
の
よ
う
な
指
導
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

■ 

町
長　

新
任
研
修
、
階
層
別

研
修
な
ど
の
各
種
研
修
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
日
々
の
業
務

以
外
に
町
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
中
で
、
町
民
目
線

で
物
事
を
考
え
、
課
題
の
発
見
や

解
決
を
実
践
で
き
る
よ
う
指
導
し

て
い
る
。

■ 

議
員　

善
意
の
寄
附
行
為
に

対
し
ど
の
よ
う
な
基
準
で
対
応
し

て
い
る
か
。

■ 

町
長　

町
部
局
の
統
一
的
な

手
続
で
事
務
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
寄
附
者
の
意
向
に
基
づ
き
敬

意
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
く
。

■ 

議
員　
長
与
町
公
民
館
の
１
階

フ
ロ
ア
を
板
張
り
に
し
て
、
老
若

男
女
の
楽
し
み
や
健
康
づ
く
り
の

場
と
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

■ 

教
育
長　

変
更
す
る
予
定

は
な
い
。

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
を

人
間
力
ア
ッ
プ
を

寄

附

に

つ

い

て

スパイルスライダーの今後は

令和３年度に再開へむけて このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。吉

よし

岡
おか

　清
きよ

彦
ひこ

 議員

答 問
職
員
の
人
間
力
向
上
に

む
け
て
指
導
は

町
民
目
線
へ
む
け
て

指
導
を
し
て
い
る

答 問
長
与
町
公
民
館
１
階
を

板
張
り
に
せ
よ

変
更
す
る
予
定
は
な
い

長与町のシンボルとなるか スパイラルスライダー

暖かい感じの板張りがほしい  長与町公民館
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防
犯
対
策
を
強
化
・
変
更
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

■ 

教
育
長　

教
職
員
は
学
校
保

健
安
全
法
で
児
童
生
徒
の
安
全
を

守
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
。
教
職
員
に
よ
る
対
策
は
継
続

す
る
が
、
学
校
公
開
時
の
危
機
管

理
は
さ
ら
に
強
化
し
た
い
。

■ 

議
員　

こ
の
よ
う
な
不
十
分

な
防
犯
態
勢
の
結
果
、
も
し
も
不

審
者
が
侵
入
し
児
童
が
犠
牲
に
な

る
事
件
が
起
き
た
と
し
た
ら
、
そ

の
責
任
の
所
在
は
ど
こ
か
。

■ 

教
育
委
員
会
理
事　

県
の
通

知
に
従
い
学
校
公
開
を
行
う
と
決

定
し
た
町
教
育
委
員
会
に
あ
る
と

考
え
る
。

■ 
議
員　

平
成
12
年
に
文
科
省

か
ら
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
つ

い
て
の
通
知
文
書
が
出
て
い
る

が
、
現
状
は
そ
の
内
容
を
十
分
に

満
た
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る

か
。

■ 

理
事　

警
察
と
も
通
年
で
連

携
し
て
い
る
。
防
犯
面
に
不
安
が

あ
る
と
い
う
指
摘
は
受
け
入
れ
、

今
後
強
化
し
て
い
こ
う
と
思
う

が
、
地
域
で
子
ど
も
を
見
守
る
た

め
に
も
学
校
が
開
か
れ
た
も
の
で

■ 

議
員　

５
～
７
月
に
県
内
の

公
立
小
中
高
全
校
で
実
施
さ
れ
た

学
校
公
開
週
間
中
に
町
内
の
小
学

校
３
校
を
訪
れ
た
が
、
い
ず
れ
の

学
校
も
ノ
ー
チ
ェ
ッ
ク
で
校
舎
内

に
入
る
こ
と
が
で
き
、
児
童
と
接

触
で
き
る
状
態
で
あ
っ
た
。
十
分

な
防
犯
態
勢
を
と
る
こ
と
な
く
学

校
公
開
を
行
う
理
由
は
何
か
。

■ 

教
育
長　

学
校
公
開
は
県
教

育
委
員
会
の
通
知
に
基
づ
い
て
実

施
し
て
い
る
。

■ 

議
員　

教
職
員
は
不
審
者
対

策
研
修
を
受
け
て
い
る
と
聞
く

が
、
多
忙
な
教
職
員
に
不
審
者
対

応
の
責
任
ま
で
課
す
の
は
不
合
理

で
あ
る
。
今
後
は
学
校
公
開
時
の

あ
る
こ
と
は
堅
持
し
た
い
。

■ 

議
員　

学
校
公
開
週
間
後
に

防
犯
面
へ
の
危
惧
を
町
教
委
に
伝

え
た
が
、
直
後
の
町
教
委
定
例
会

に
お
い
て
報
告
・
共
有
が
一
切
な

さ
れ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

■ 

理
事　

学
校
へ
指
導
す
る
内

容
で
あ
る
と
考
え
、
委
員
と
は
共

有
し
な
か
っ
た
。

■ 

議
員　

殺
処
分
す
る
こ
と
な

く
野
良
猫
を
減
ら
す
地
域
猫
活
動

が
全
国
的
に
広
ま
っ
て
お
り
、
本

町
で
も
一
部
住
民
が
自
主
的
に

行
っ
て
い
る
が
、
行
政
が
積
極
的

に
支
援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 

町
長　

地
域
猫
活
動
は
周
辺

住
民
へ
の
周
知
と
理
解
を
得
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
啓
発
の

強
化
に
取
り
組
み
た
い
。

■ 

議
員　

町
が
行
っ
て
い
る
猫

の
不
妊
・
去
勢
手
術
費
助
成
の
成

果
を
野
良
猫
の
増
減
数
で
正
確
に

把
握
す
る
意
味
で
も
、
地
域
猫
活

動
が
有
効
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

■ 

住
民
福
祉
部
理
事　

頭
数
の

把
握
ま
で
は
困
難
と
思
う
が
、
地

域
猫
活
動
の
浸
透
は
殺
処
分
減
に

つ
な
が
る
と
は
思
う
。

■ 

議
員　

６
月
議
会
の
同
僚
議

員
の
質
問
へ
の
答
弁
で
地
域
猫
活

動
へ
の
補
助
金
も
検
討
す
る
と

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た

の
か
。

■ 

理
事　

他
自
治
体
の
事
例
や

実
態
を
検
証
し
て
い
る
。
今
後
さ

ら
に
地
域
猫
活
動
推
進
の
主
体
で

あ
る
県
と
も
協
議
を
し
て
い
き
た

い
。

答 問
地
域
猫
活
動
の
積
極
的

支
援
・
導
入
を

推
進
の
主
体
で
あ
る

県
と
協
議
し
た
い

防犯態勢不備での学校公開は危険

防犯は強化するが公開は続ける
八
や

木
ぎ

　亮
りょうぞう

三 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

片耳カットは手術済の証。仲良くしてね

自由に来校者証をとれる無人の受付
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■ 

議
員　

学
校
職
員
の
長
時
間

勤
務
の
是
正
を
図
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
業
務
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
る
か
。

■ 

教
育
長　

適
正
な
勤
務
時
間

の
設
定
に
向
け
て
、
原
則
と
し
て

学
校
の
解
錠
は
７
時
以
前
に
は
行

わ
な
い
こ
と
と
、
施
錠
は
19
時
以

前
に
行
う
こ
と
を
指
導
し
て
い

る
。
ま
た
、
教
職
員
が
確
実
に
休

日
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
今
年
度

は
、
夏
季
休
業
期
間
の
８
月
10
日

か
ら
15
日
の
６
日
間
に
学
校
閉
庁

日
を
設
定
し
、
こ
の
間
の
学
校
管

理
業
務
は
町
教
育
委
員
会
で
行

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
部
活
動
に
従

事
す
る
た
め
に
超
過
勤
務
時
間
が

多
く
な
っ
て
い
る
中
学
校
教
職
員

へ
の
対
応
と
し
て
、
町
部
活
動
方

針
を
平
成
30
年
12
月
に
策
定
し
、

部
活
動
日
数
や
時
間
の
制
限
を
掛

け
る
こ
と
に
し
た
。

■ 

議
員　

平
成
30
年
度
に
お
け

る
教
員
の
時
間
外
勤
務
に
つ
い
て

の
小
学
校
、
中
学
校
ご
と
の
実
績

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

■ 

教
育
長　

月
80
時
間
以
上

１
０
０
時
間
未
満
は
小
学
校
24

人
、
中
学
校
１
７
８
人
で
あ
る
。

ま
た
月
１
０
０
時
間
以
上
は
、
小

学
校
７
人
、中
学
校
51
人
で
あ
る
。

■ 

議
員　
給
食
費
の
徴
収
業
務
・

管
理
業
務
に
つ
い
て
、
文
部
科
学

省
は
、
学
校
や
教
員
の
負
担
を
減

ら
す
た
め
公
会
計
化
を
各
自
治
体

に
要
請
し
て
い
る
が
、
対
応
は
ど

う
す
る
の
か
。

■ 

教
育
長　

今
後
、
文
部
科
学

省
の
学
校
給
食
費
公
会
計
化
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
公
会
計
化
に

向
け
た
準
備
を
始
め
、
シ
ス
テ
ム

の
構
築
や
人
員
の
確
保
、
条
例
規

則
の
整
備
な
ど
の
課
題
に
取
り
組

み
、
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

■ 

議
員　

役
場
の
働
き
方
改
革

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
。

■ 

町
長　

役
場
職
員
の
過
度
な

長
時
間
労
働
を
是
正
す
る
た
め

に
、
従
前
か
ら
ノ
ー
残
業
デ
ー
の

設
定
に
加
え
、
本
年
４
月
よ
り
、

時
間
外
労
働
時
間
の
上
限
を
定

め
、
さ
ら
な
る
時
間
外
労
働
の
縮

減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

■ 

議
員　

長
与
町
職
員
定
数
条

例
で
は
職
員
定
数
は
２
４
０
人
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
見
直
す

考
え
は
な
い
か
。

■ 

町
長　

定
員
適
正
化
計
画
に

基
づ
き
、
採
用
を
行
っ
て
お
り
、

定
員
２
４
０
人
に
対
し
、
本
年
４

月
１
日
現
在
の
職
員
数
は
２
３
２

人
で
あ
る
。
定
数
に
達
す
る
ま
で

は
、
ま
だ
余
裕
が
あ
る
の
で
、
今

後
、
新
規
事
業
の
開
始
や
時
間
外

勤
務
の
実
績
、
休
暇
の
取
得
状
況

な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
必
要

に
応
じ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■ 

議
員　

臨
時
職
員
、
嘱
託
職

員
は
、
新
た
な
制
度
と
し
て
創
設

さ
れ
て
い
る
会
計
年
度
任
用
職
員

に
移
行
し
、
来
年
４
月
か
ら
実
施

さ
れ
る
こ
と
で
聞
い
て
い
る
が
、

本
町
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

■ 

町
長　

関
係
条
例
を
、
12
月

定
例
会
で
上
程
す
る
予
定
で
あ

る
。

答 問
職
員
定
数
を
見
直
す

考
え
は
な
い
か

必
要
に
応
じ
て

検
討
し
て
い
き
た
い

学校職員の長時間勤務の是正を

適正な勤務時間を設定する
内
うちむら

村　博
ひろのり

法 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

※
給
食
費
の
公
会
計
化

※
給
食
費
の
公
会
計
化

　
学
校
独
自
の
会
計
で
管
理
す
る

の
で
は
な
く
、
町
の
予
算
に
計
上

し
て
管
理
す
る
こ
と
。

働き方改革の推進を



No.171　ながよ町議会だより13

回答

対
策
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

■ 

町
長　

住
民
向
け
野
菜
栽
培

講
習
会
に
て
、
チ
ラ
シ
配
布
や
農

協
購
買
店
に
貼
る
な
ど
広
く
農
薬

に
つ
い
て
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

県
で
毎
年
、
農
繁
期
を
迎
え
る
３

カ
月
間
に
実
施
す
る
農
薬
お
よ
び

そ
の
取
り
扱
い
や
正
し
い
知
識
の

普
及
啓
発
や
農
薬
危
害
防
止
運
動

へ
の
連
携
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
県
、
農
協
、
近
隣
市
町
と
連
携

し
、
安
全
な
農
作
物
の
生
産
の
た

め
、
適
切
な
農
薬
使
用
を
周
知
し

て
い
く
。

■ 

議
員　

日
本
は
、
世
界
一
の

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
輸
入
大
国

と
言
わ
れ
て
い
る
。
小
麦
の
50
％

が
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
さ
れ
、
大

手
メ
ー
カ
ー
に
振
り
分
け
ら
れ

る
。
日
本
の
学
校
給
食
に
使
用
さ

れ
て
い
る
パ
ン
か
ら
農
薬
に
含
ま

れ
る
発
が
ん
性
の
高
い
「
グ
リ
ホ

サ
ー
ト
」
が
検
出
さ
れ
た
が
承
知

し
て
い
る
の
か
。

■ 

教
育
委
員
会
理
事　

全
て
の

食
品
に
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
い
。
現
段
階
で
は
、
本
町
の
給

食
は
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
を

使
っ
て
い
な
い
。
今
後
も
注
意
し

■ 

議
員　

主
要
農
産
物
種
子
法

が
廃
止
さ
れ
る
中
、
発
が
ん
性
が

高
い
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
が
日

本
に
ど
ん
ど
ん
輸
入
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
農
薬
被
害
も
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
が
町
の
見
解
を
聞
く
。

■ 
町
長　

農
薬
の
使
用
に
つ
い

て
は
、
農
薬
取
締
法
で
定
め
ら
れ

て
お
り
、
使
用
者
が
順
守
す
べ
き

使
用
基
準
等
を
規
定
し
て
い
る
。

■ 

議
員　

農
業
者
へ
の
農
薬
の

安
全
性
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

周
知
を
図
り
、
農
家
の
環
境
安
全

て
い
く
。

■ 

議
員　

韓
国
の
チ
ョ
ジ
ュ
ン

市
の
オ
ル
ゴ
ク
小
学
校
で
は
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
学
校
給
食
を
無
償

で
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
千
葉

県
の
い
す
み
市
で
は
、
学
校
給
食

に
全
て
有
機
米
を
提
供
し
子
ど
も

の
食
の
安
全
と
健
康
を
考
え
て
い

る
が
、
本
町
で
も
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

の
給
食
を
提
供
す
る
考
え
は
な
い

の
か
。

■ 

理
事　

安
価
で
安
全
な
給
食

を
提
供
し
て
い
る
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
食
材
は
価
格
が
高
く
、
現
段
階

で
は
使
用
は
考
え
て
い
な
い
。

■ 

議
員　

健
康
を
保
持
す
る
に

は
、
口
の
中
の
健
康
を
維
持
す
る

こ
と
が
一
番
だ
。「
オ
ー
ラ
ル
※
フ

レ
イ
ル
」
か
ら
「
全
身
フ
レ
イ
ル
」

に
な
ら
な
い
た
め
、
本
町
の
口
腔

ケ
ア
の
対
策
と
周
知
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
。

■ 
町
長　

フ
レ
イ
ル
予
防
と
し

て
特
定
し
た
事
業
は
行
っ
て
い
な

い
。
現
在
、
歯
周
疾
患
の
節
目
検

診
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
フ
レ

イ
ル
対
策
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
町

民
の
認
識
度
が
低
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
今
後
、
県
や
広
域
連
合
と

連
携
し
フ
レ
イ
ル
対
策
の
内
容
を

取
り
入
れ
普
及
啓
発
を
図
っ
て
い

く
。
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
介
護
予

防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加

促
進
に
も
一
層
力
を
入
れ
て
事
業

の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

答 問
フ
レ
イ
ル
対
策
と

周
知
は

認
識
度
が

低
い
の
が
現
状

子どもにオーガニック給食提供を

現段階では考えていない
安
あ

部
べ

　 都
みやこ

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

※
フ
レ
イ
ル

　
加
齢
に
よ
り
活
力
が
低
下
す
る

こ
と
。

健康にやさしいオーガニックの野菜が沢山！

高齢者のフレイルチェック！
食べる機能を鍛えていたよ！大事だね !( 新宿区にて )
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回答

整
備
が
令
和
４
年
度
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

■ 

議
員　

住
民
の
関
心
事
で
あ

る
図
書
館
建
設
な
ど
は
、
積
み
残

し
に
な
る
。
次
期
出
馬
を
早
期
に

表
明
し
３
期
目
へ
の
意
気
込
み
や

考
え
を
訴
え
る
べ
き
で
あ
る
。
首

長
は
政
治
家
で
あ
る
。
住
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
責
任
者
で
あ

り
、
そ
の
進
退
は
重
要
で
あ
る
。

政
治
家
と
い
う
立
場
で
の
次
期
選

挙
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

■ 

町
長　
自
分
自
身
は
政
治
家
と

い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
気
持
ち
で
今
後
の
こ
と
も
、

ま
た
、
進
退
に
つ
い
て
も
早
め
に

表
明
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

■ 

議
員　

伝
統
的
に
培
わ
れ
て

き
た
支
え
合
い
や
助
け
合
い
の
関

係
が
希
薄
化
し
、
自
治
会
な
ど
の

維
持
や
運
営
、
担
い
手
の
確
保
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
町
に
お

け
る
住
民
参
加
の
課
題
は
何
か
。

■ 

町
長　
価
値
観
や
生
活
様
式
の

多
様
化
で
、
自
治
会
に
加
入
す
る
人

の
減
少
が
問
題
で
あ
り
、
地
域
の
多

様
な
担
い
手
と
な
る
べ
き
人
材
の

確
保
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

啓
発
、
発
信
が
必
要
と
考
え
る
。

■ 

議
員　
協
働
の
体
制
を
推
進
す

る
た
め
、
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る

取
組
が
必
要
と
感
じ
る
が
ど
う
か
。

■ 

町
長　

自
治
会
を
通
し
理
解

は
得
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
各

自
治
会
長
に
は
地
域
内
で
の
相
談

や
取
り
ま
と
め
、
行
政
の
各
種
依

頼
に
協
力
し
て
も
ら
い
感
謝
し
て

い
る
。

■ 

議
員　
自
治
会
長
の
仕
事
は
多

忙
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
協
議
会

や
会
合
も
あ
る
。
目
的
別
の
協
議

会
の
設
置
な
ど
一
定
の
理
解
は
す

る
が
、
整
理
し
ス
リ
ム
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

「
ム
ダ
・
ム
ラ
・
ム
リ
」
を
改
善
し

一
元
化
す
る
こ
と
で
浮
い
た
税
金

を
人
材
育
成
・
採
用
、
福
利
厚
生

な
ど
に
役
立
て
た
方
が
生
き
た
お

金
の
使
い
道
と
思
う
が
ど
う
か
。

■ 

地
域
安
全
課
長　

行
政
に
は

所
管
ご
と
に
目
的
が
あ
り
、
法
の

中
で
国
・
県
・
町
で
協
議
会
を
設

置
す
る
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
作
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

■ 

議
員　

現
在
進
め
て
い
る
ま

ち
づ
く
り
に
お
け
る
問
題
、
今
後

の
課
題
は
何
か
。

■ 

町
長　

社
会
保
障
関
連
経
費

の
増
加
に
伴
い
、
経
常
的
な
経
費

が
大
幅
に
増
え
て
い
る
。
歳
出
全

般
に
わ
た
る
無
駄
を
徹
底
的
に
排

除
し
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の

堅
持
に
努
め
る
。

■ 

議
員　
所
信
表
明
に
挙
げ
た
図

書
館
建
設
は
土
地
を
先
行
取
得
し
、

長
与
町
サ
イ
ズ
の
も
の
を
検
討
す

る
と
し
て
い
た
。
高
田
南
土
地
区

画
整
理
事
業
を
優
先
し
た
こ
と
で

遅
れ
て
い
る
が
、
こ
の
二
つ
の
事

業
は
土
木
、
教
育
と
補
助
金
の
種

類
が
違
う
。
今
か
ら
で
も
並
行
し

て
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

■ 

企
画
財
政
部
長　

高
田
南
の

全
体
事
業
費
、
年
間
事
業
費
が
今

年
度
明
ら
か
に
な
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
財
政
計
画
を
見
通
し
、
計
画

に
沿
っ
て
進
め
る
。
こ
れ
で
体
制

答 問
次
期
選
挙
出
馬
を

早
期
に
表
明
せ
よ

進
退
に
つ
い
て
は

早
め
に
表
明
す
る

さまざまな協議会のスリム化を

所管ごとに目的がある
金
かね

子
こ

　 恵
めぐみ

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

将来のビジョンを見据えた行政運営を

みんなで考えることが必要！
協働のまちづくり
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回答

■ 

議
員　

本
年
10
月
実
施
の
税

制
改
革
で
、
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
が
始
ま
る
が
、
ど
こ
ま
で

無
償
化
対
応
か
。

■ 

町
長　
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま

で
所
得
に
関
係
な
く
無
償
化
対
応

で
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
ク
ラ
ス
は

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
子
ど
も
た

ち
が
利
用
料
無
償
化
対
象
で
あ
る
。

■ 

議
員　

認
可
外
保
育
施
設
に

通
園
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
ど

う
か
。

■ 

町
長　
法
律
に
基
づ
き
関
係
機

関
に
届
出
を
提
出
し
、
さ
ら
に
市

町
村
へ
確
認
申
請
を
提
出
後
、
認

め
ら
れ
る
と
無
償
化
対
応
に
な
る
。

■ 

議
員　

無
償
化
対
応
に
含
ま

れ
な
い
主
な
も
の
は
何
か
。

■ 

町
長　
日
用
品
、
教
材
費
、
送

迎
バ
ス
代
、
制
服
代
、
行
事
へ
の

参
加
費
な
ど
の
諸
経
費
で
あ
る
。

■ 

議
員　

給
食
費
は
実
費
徴
収

か
。

■ 

町
長　

主
食
費
と
、
副
食
費

に
分
け
ら
れ
る
。
10
月
以
降
は
、

保
育
園
な
ど
に
直
接
納
付
と
な

る
。
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
の

副
食
費
は
、
こ
れ
ま
で
保
育
料
の

一
部
と
し
て
保
護
者
負
担
だ
っ

ク
セ
カ
ン
ド
と
い
う
事
業
が
あ

る
。
本
町
で
も
実
施
し
て
み
て
は

ど
う
か
。

■ 

教
育
長　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

を
実
施
後
、
児
童
書
の
貸
し
出
し

数
が
毎
年
伸
び
て
い
る
。
効
果
も

出
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
ブ
ッ

ク
セ
カ
ン
ド
に
つ
い
て
も
子
ど
も

に
対
し
有
効
と
考
え
る
。
今
後
、

読
書
の
習
慣
化
、
学
習
習
慣
の
定

着
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
幼

児
期
か
ら
の
習
慣
化
の
定
着
に
向

け
て
ど
の
よ
う
な
手
段
が
有
効
か

今
後
研
究
し
て
い
く
。

■ 

議
員　
小
規
模
事
業
者
へ
の
支

援
策
と
し
て
国
が
26
年
に
小
規
模

企
業
振
興
基
本
法
を
制
定
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
本
町
で
も
小
規
模

企
業
振
興
基
本
条
例
を
制
定
し
、

町
内
小
規
模
事
業
者
に
切
れ
目
な

い
支
援
を
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　

本
法
律
の
第
２
章
で
、

政
府
は「
小
規
模
企
業
振
興
計
画
」

を
策
定
し
、
お
お
む
ね
５
年
ご
と

に
変
更
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
本

年
６
月
に
第
２
期
の
計
画
が
策
定

さ
れ
た
。
重
点
項
目
と
し
て
「
地

方
公
共
団
体
と
支
援
機
関
の
連
携

強
化
」
が
あ
り
、
本
町
の
小
規
模

事
業
者
を
支
援
し
て
い
る
西
そ
の

ぎ
商
工
会
や
、
時
津
町
と
十
分
な

協
議
を
重
ね
、
検
討
し
て
い
く
。

た
が
、
今
回
の
措
置
で
、
年
収

３
６
０
万
円
未
満
相
当
世
帯
は
副

食
費
が
免
除
さ
れ
る
。

■ 

議
員　

無
償
化
措
置
は
主
に

保
育
料
の
み
か
。

■ 

町
長　
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

■ 

議
員　

３
歳
児
に
対
し
て
本

を
贈
呈
し
、
親
子
の
触
れ
合
い
や

読
書
習
慣
の
定
着
を
目
指
す
ブ
ッ

答 問
ブ
ッ
ク
セ
カ
ン
ド
の

ス
タ
ー
ト
を

効
果
的
な
手
段
を

検
討
す
る

答 問
小
規
模
企
業
振
興

基
本
条
例
の
制
定
を

関
係
団
体
と
協
議
す
る

幼児教育無償化対応は

法にのっとり対応する
西
にし

岡
おか

　克
かつ

之
ゆき

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

はじめてね、ブックセカンド

町内の小規模事業者に支援を
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回答

高
齢
期
で
は
48
％
で
２
％
の
減
少

で
あ
っ
た
。
高
齢
期
の
歯
の
喪
失

本
数
が
増
加
し
て
い
る
の
で
、
健

康
相
談
な
ど
を
強
化
し
て
い
き
た

い
。

■ 

議
員　

青
年
期
・
壮
年
期
か

ら
の
啓
発
が
重
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

■ 

町
長　

西
彼
歯
科
医
師
会
と

連
携
し
な
が
ら
、
広
報
な
ど
を
通

し
推
進
し
て
い
き
た
い
。

■ 

議
員　

学
童
保
育
（
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
）
支
援
員
の
配
置
基

準
が
、
国
の
法
改
正
に
よ
り
「
従

う
べ
き
」と
し
て
い
た
基
準
が「
参

酌
す
る
」に
変
更
可
能
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
関
係
者
か
ら
不
安

や
懸
念
の
声
が
出
さ
れ
て
い
る
。

児
童
が
少
な
い
場
合
を
想
定
し
て

い
る
と
は
い
え
、
緊
急
時
や
突
発

的
な
出
来
事
が
あ
っ
た
際
、
子
ど

も
を
安
全
に
守
れ
る
の
か
と
い
う

現
場
の
声
と
考
え
る
。
本
町
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

■ 

町
長　

子
ど
も
の
安
全
や
事

業
の
質
が
十
分
に
確
保
さ
れ
る
か

を
第
一
に
考
え
、
事
業
の
従
事
者

ま
た
は
、
保
護
者
な
ど
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
慎
重
に
判
断
し
て
い

き
た
い
。

■ 

議
員　

文
部
科
学
省
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
小
・
中
学
校

は
原
則
持
ち
込
み
禁
止
と
し
て
き

た
指
針
を
見
直
す
方
針
を
示
し
、

教
職
員
や
保
護
者
の
意
見
を
聞

き
、
新
た
な
指
針
を
作
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。
学
校
へ
の
持
ち
込
み

は
肯
定
的
な
面
も
あ
る
一
方
、
紛

失
や
ス
マ
ホ
依
存
な
ど
課
題
や
懸

念
す
る
点
も
あ
る
。
こ
う
し
た
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
含
め
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
考
え

か
。

■ 

教
育
長　

文
部
科
学
省
で
も

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
出
さ

れ
て
お
り
、
本
町
と
し
て
は
慎
重

に
判
断
す
べ
き
と
考
え
る
。
現
段

階
で
は
原
則
と
し
て
学
校
へ
の
持

ち
込
み
を
禁
止
す
る
方
針
で
対
応

し
て
い
く
。

■ 

議
員　

児
童
、
生
徒
の
電
子

機
器
の
利
用
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

■ 

教
育
長　

携
帯
電
話
の
所
持

率
は
、
小
学
生
33
％
、
中
学
生

50
％
で
あ
る
。
所
有
し
て
い
る
携

帯
電
話
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

メ
ー
ル
を
利
用
し
て
い
る
割
合

は
、
小
学
生
70
％
、
中
学
生
88
％
、

ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
は
小
学
生

28
％
、
中
学
生
78
％
で
あ
っ
た
。

■ 

議
員　

口
の
機
能
の
維
持
・

向
上
に
つ
い
て
の
対
応
は
ど
う

か
。

■ 

町
長　

歯
周
疾
患
検
診
を
実

施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
対
象
で

あ
っ
た
、
40
・
50
・
60
・
70
歳
に

加
え
、
本
年
度
か
ら
妊
婦
と
30
歳

に
も
対
象
を
拡
大
し
た
。そ
の
他
、

健
康
ま
つ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

で
の
実
技
指
導
な
ど
を
通
し
、
正

し
い
知
識
の
普
及
、
か
か
り
つ
け

歯
科
医
を
推
進
し
て
い
る
。

■ 

議
員　
成
果
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　

２
０
１
６
年
の
調
査

で
は
、自
分
の
歯
が
壮
年
期
25
本
、

高
齢
期
20
本
以
上
あ
る
人
の
割
合

は
、壮
年
期
60
％
で
３
％
の
伸
び
、

答 問
ど
う
対
応

ス
マ
ホ
持
ち
込
み
議
論

本
町
の
学
校
は
原
則

持
ち
込
み
禁
止

答 問
問
題
な
い
か

学
童
支
援
員
基
準
変
更

安
全
第
一
で

慎
重
判
断
す
る

口の健康対策充実を

相談と広報啓発など推進
　堤
つつみ

　　理
さと

志
し

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

口と体の健康は早めのケアが大事です
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回答

■ 

政
策
企
画
課
長　

設
計
前
ま

で
に
は
複
合
化
も
含
め
た
検
討
を

行
っ
て
い
く
。

■ 

議
員　

転
出
超
過
数
が
全
国

町
村
で
ワ
ー
ス
ト
１
位
の
結
果
と

な
っ
た
要
因
は
何
か
。

■ 

町
長　

進
学
・
就
職
に
よ
り

若
者
の
転
出
が
多
い
こ
と
が
要
因

■ 

議
員　

図
書
館
建
設
予
定
地

の
土
地
利
用
は
、
他
の
施
設
と
の

集
約
化
・
複
合
化
も
合
わ
せ
て
検

討
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

■ 

町
長　

新
図
書
館
に
つ
い
て

も
、
機
能
の
集
約
化
・
複
合
化
の

可
否
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

■ 
議
員　

将
来
的
に
悔
い
の
な

い
土
地
利
用
に
努
め
る
べ
き
で
、

図
書
館
の
設
計
前
ま
で
に
他
施
設

と
の
集
約
化
・
複
合
化
な
ど
も
含

め
た
検
討
を
済
ま
せ
る
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

と
考
え
る
。

■ 

議
員　

世
帯
数
が
増
え
て
人

口
が
減
っ
て
い
る
現
状
は
、
各

世
帯
の
人
数
が
減
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
新
し
く
転
入
し

て
住
ん
で
も
ら
う
と
し
た
場
合

に
、
新
し
い
人
た
ち
は
今
あ
る
世

帯
に
は
入
れ
な
い
、
別
途
住
居
が

必
要
に
な
る
と
思
う
。
現
状
よ
り

２
２
８
０
人
ほ
ど
多
い
目
標
人
口

４
３
８
９
９
人
を
達
成
す
る
た
め

に
は
、
３
人
家
族
と
想
定
し
て
計

算
す
れ
ば
、
７
６
０
戸
ほ
ど
住
居

が
必
要
と
な
る
。
本
町
に
お
い
て

は
、
こ
の
住
居
が
足
り
て
な
い
の

で
は
な
い
か
。

■ 

政
策
企
画
課
長　

住
居
に
つ

い
て
は
少
な
い
と
は
思
っ
て
い
な

い
。

■ 

議
員　

北
陽
台
団
地
や
池
山

の
区
画
整
理
な
ど
を
見
て
も
、
宅

地
が
で
き
れ
ば
す
ぐ
に
住
宅
が
張

り
付
く
状
況
に
あ
り
、
需
要
に
供

給
が
追
い
つ
い
て
な
い
の
で
は
と

考
え
る
。
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
中
に
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
項
目
は
示
さ
れ
て
い
な

い
が
、
盛
り
込
ん
で
力
を
入
れ
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

■ 

課
長　

国
が
示
し
て
い
る
方

向
性
と
し
て
は
、
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
方
針
を
継
続
し
て
い
く
と

な
っ
て
い
る
の
で
難
し
い
。

■ 

議
員　

人
口
減
少
対
策
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
人
口
減
少
数
全
国
１
位
と

い
う
結
果
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
適
切
な
取
組
と
な
っ
て
い
る

か
、
評
価
を
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
が
ど
う
か
。

■ 

課
長　

社
会
動
態
の
人
口
減

少
に
つ
い
て
は
成
果
が
出
て
い
な

い
が
、
子
育
て
や
安
全
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
は
成
果

が
出
て
い
る
。
人
口
問
題
は
、
今

後
移
住
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

■ 

議
員　

本
町
で
は
長
崎
市
、

時
津
町
と
の
行
き
来
が
多
い
。
そ

れ
は
移
住
と
言
わ
な
い
の
か
。
都

市
圏
に
住
む
人
に
向
か
っ
て
移
住

を
呼
び
か
け
る
よ
り
、
ま
ず
は
近

隣
の
人
に
本
町
に
住
ん
で
も
ら
う

よ
う
力
を
入
れ
て
い
く
べ
き
と

思
っ
て
い
る
。
移
住
の
考
え
方
は

ど
う
か
。

■ 

課
長　

町
、
県
の
考
え
方
は

県
外
か
ら
の
移
住
を
想
定
し
て
い

る
。

答 問
全
国
１
位
の
転
出
超
過
の

要
因
は
何
か

進
学  

就
職
の

若
者
転
出
が
要
因

図書館建設予定地の土地利用は

他施設との集約化  複合化も検討
浦
うら

川
かわ

　圭
けい

一
いち

 議員
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映像をご覧頂けます。

広大敷地に図書館単独建設か！他施設併設か！
有効な土地利用を！
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■ 

議
員　

本
町
の
人
口
減
少
が

全
国
の
町
村
で
、１
位
で
あ
っ
た
。

本
町
の
出
生
率
（
合
計
特
殊
出
生

率
）
は
、
全
国
平
均
と
比
べ
て
ど

う
か
。

■ 

町
長　

29
年
度
の
デ
ー
タ
で

全
国
平
均
が
１
・
43
で
、
本
町
は

１
・
81
と
な
っ
て
い
る
。

■ 
議
員　

本
町
の
出
生
率
は
非

常
に
高
い
状
況
に
あ
る
。
女
性
の

50
歳
時
未
婚
率
は
ど
う
か
。

■ 

政
策
企
画
課
長　

平
成
27
年

度
の
デ
ー
タ
で
全
国
平
均
が
14
・

06
％
、
本
町
は
10
・
57
％
で
あ
る
。

■ 

議
員　

未
婚
率
は
非
常
に
低

い
。
出
生
率
を
さ
ら
に
上
げ
る
た

め
に
は
、
３
人
目
以
降
の
子
ど
も

に
対
す
る
児
童
手
当
の
増
額
や
、

出
生
祝
い
金
の
大
幅
増
額
な
ど
の

支
援
が
有
効
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

■ 

こ
ど
も
政
策
課
長　

１
人
目

か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
手
厚
く
行
い
、

子
育
て
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

が
、
結
果
的
に
出
生
率
を
高
め
る

と
考
え
る
。
３
人
目
以
降
か
ら
の

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
は
考
え
て
い
な

い
。

■ 

議
員　

人
口
減
少
の
大
き
な

要
因
と
し
て
、
就
職
時
の
県
外
へ

の
転
出
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

■ 

町
長　
就
職
情
報
な
ど
、
学
生

に
と
っ
て
有
益
な
情
報
発
信
が
効

果
的
と
考
え
る
。

■ 

議
員　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
取
組
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　

こ
れ
ま
で
活
用
の
実

績
は
な
い
が
、
検
討
す
る
。

■ 

議
員　

雑
草
対
策
と
し
て
、

固
ま
る
土
や
防
草
シ
ー
ト
な
ど
を

活
用
し
て
、
雑
草
を
予
防
す
る
取

組
は
ど
う
か
。

■ 

土
木
管
理
課
長　
す
で
に
数
カ

所
施
工
し
て
い
る
。
場
所
に
応
じ
て

適
宜
判
断
し
施
工
し
て
い
く
。

■ 

議
員　

河
川
に
生
え
て
い
る

雑
草
の
除
草
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
ど

う
か
。

■ 

課
長　
水
の
流
れ
を
阻
害
す
る

場
合
な
ど
で
、
優
先
度
の
高
い
箇

所
か
ら
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

■ 

議
員　

火
災
時
の
水
利
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
も
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
雑
草
が
茂
っ
て
い
る

状
況
で
は
利
用
で
き
な
い
が
ど
う

か
。

■ 

地
域
安
全
課
長　
消
火
栓
・
防

火
水
槽
と
も
に
基
準
以
上
に
確
保

さ
れ
て
い
る
。
河
川
の
水
利
は
考
え

て
い
な
い
。

■ 

議
員　

高
田
川
沿
い
が
準
工

業
地
域
で
、
大
規
模
火
災
が
予
想

さ
れ
る
建
物
が
あ
る
と
考
え
る
。

防
火
水
槽
の
よ
う
に
空
に
な
る
心

配
も
な
く
、
消
火
栓
の
よ
う
に
周

り
の
水
圧
を
下
げ
る
こ
と
の
な
い

自
然
水
利
の
確
保
の
た
め
に
、
河

川
内
の
除
草
作
業
の
頻
度
を
上
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

■ 

土
木
管
理
課
長　
河
川
全
体
の

除
草
作
業
の
頻
度
を
あ
げ
る
こ
と

は
不
可
能
だ
と
考
え
る
。
特
定
の

箇
所
を
、
雑
草
の
繁
茂
と
関
係
な

く
、
消
防
水
利
と
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
、今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答 問
雑
草
対
策  

除
草
作
業

の
取
組
は

随
時
必
要
に
応
じ
て

除
草
作
業
を
行
う

人口減少の対策はどうか

第一子から手厚いサポートが大切
松
まつばやし

林　 敏
さとし

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

消防水利への活用を望む
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載
し
て
は
ど
う
か
。

■ 

福
祉
課
長　

掲
載
し
た
い
。

見
舞
金
の
内
容
改
定
も
検
討
し
て

い
る
。

■ 

議
員　

家
屋
が
倒
壊
し
た
場

合
、
燃
え
な
い
廃
棄
物
の
処
理
費

用
が
膨
大
だ
と
聞
い
た
。
住
居
を

失
う
中
で
の
負
担
は
大
変
だ
と
思

う
が
、
対
策
は
な
い
の
か
。

■ 

住
民
福
祉
部
理
事　

被
災
し

た
人
の
生
活
状
況
を
判
断
し
、
町

で
引
き
受
け
る
場
合
も
あ
る
。

■ 

議
員　

中
尾
城
公
園
に
あ
る

ス
パ
イ
ラ
ル
ス
ラ
イ
ダ
ー
の
利
用

再
開
が
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
こ
れ
ま
で
の
事
故
の
原
因
は

明
確
に
な
っ
た
の
か
。

■ 

土
木
管
理
課
長　

明
確
で
は

な
い
が
、
最
終
地
点
の
カ
ー
ブ
や

傾
斜
が
要
因
と
考
え
て
い
る
。

■ 

議
員　

事
故
に
あ
っ
た
児
童

の
保
護
者
に
、
危
険
な
遊
具
は
廃

止
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
。
廃

止
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

■ 

町
長　

復
元
に
は
交
付
金
が

活
用
で
き
る
の
で
、
復
元
に
向
け

進
め
た
い
。

■ 

議
員　

ス
ラ
イ
ダ
ー
は
撤
去

し
、
新
し
い
遊
具
を
整
備
し
て
は

ど
う
か
。

■ 

町
長　

こ
れ
ま
で
利
用
者
も

多
く
、
復
元
を
期
待
す
る
声
も
あ

る
。
町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て

残
し
た
い
。

■ 

議
員　

集
中
豪
雨
な
ど
自
然

災
害
が
多
数
起
き
て
い
る
が
、
住

民
の
危
機
意
識
が
薄
い
と
思
わ
れ

る
。
過
去
、
避
難
勧
告
が
発
令
さ

れ
た
時
に
避
難
し
た
人
数
は
ど
れ

く
ら
い
か
。

■ 

地
域
安
全
課
長　

昨
年
全
住

民
に
対
し
避
難
勧
告
を
発
令
し
た

が
、
避
難
し
た
の
は
30
世
帯
53
人

で
あ
っ
た
。

■ 

議
員　

自
宅
に
い
た
方
が
安

全
だ
と
い
う
所
も
あ
る
。
現
在
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
地
区
ご
と
に

分
類
し
、
地
域
ご
と
に
危
険
性
を

明
確
に
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
て
は
ど
う
か
。

■ 

課
長　

地
域
ご
と
の
マ
ッ
プ

は
必
要
と
考
え
て
い
る
。
検
討
し

実
施
し
た
い
。

■ 

議
員　

防
災
情
報
無
線
が
聞

こ
え
な
い
、
聞
こ
え
に
く
い
な
ど

の
相
談
が
あ
る
。
小
型
受
信
機
の

貸
与
は
で
き
な
い
か
。

■ 

課
長　

防
災
情
報
無
線
が
届

か
な
い
場
合
が
あ
る
な
ら
対
応
を

考
え
た
い
。

■ 

議
員　

新
た
な
情
報
伝
達
方

法
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

活
用
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。

本
町
も
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

■ 

課
長　
調
査
検
討
し
た
い
。

■ 
議
員　

ペ
ッ
ト
が
い
る
こ
と

で
避
難
で
き
な
い
状
況
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
ペ
ッ
ト
と
同
行
で

き
る
避
難
所
の
開
設
の
考
え
は
ど

う
か
。

■ 

住
民
福
祉
部
理
事　

検
討
し

た
い
。

■ 

議
員　
小
規
模
の
災
害
、
火
災

で
家
屋
が
倒
壊
し
た
場
合
の
見
舞

金
制
度
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　

町
の
要
領
の
中
に
見

舞
金
制
度
が
あ
る
。

■ 

議
員　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

答 問
ス
パ
イ
ラ
ル

ス
ラ
イ
ダ
ー
は
廃
止
を

町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

と
し
て
必
要

防災情報の新たな伝達方法は

調査検討したい
河
かわ

野
の

　龍
たつ

二
じ

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

ペ
ッ
ト
と
避
難
を

本当に安全？

ペットと一緒に避難できる場所を
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つ
い
て
は
手
を
つ
け
て
い
な
い
。

■ 

議
員　

図
書
以
外
に
ど
の
様

な
物
が
保
管
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
建
物
の
管
理
に
つ
い
て
の

問
題
点
は
何
か
。

■ 

課
長　

視
聴
覚
資
料
や
古
い

民
具
、
農
具
、
遺
跡
か
ら
の
出
土

品
が
あ
る
。
現
図
書
館
は
、
築
60

年
を
経
過
し
て
い
る
の
で
、
雨
漏

り
や
電
気
設
備
の
古
さ
が
あ
る
。

■ 

議
員　

非
正
規
雇
用
が
増
加

す
る
中
、
卒
業
後
に
決
し
て
少
な

く
な
い
借
金
が
残
る
こ
と
で
人
生

設
計
が
見
え
に
く
い
な
ど
、
社
会

問
題
化
し
て
い
る
。
国
も
給
付
型

奨
学
金
の
拡
充
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
町
が
貸
与
す
る
奨
学

金
を
町
内
へ
の
居
住
等
を
条
件
と

し
て
、
返
還
免
除
や
一
部
免
除
す

る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

■ 

教
育
長　

県
内
で
も
導
入
し

て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。
財
源
の

問
題
が
あ
る
の
で
、
他
市
町
を
参

考
に
研
究
し
た
い
。

■ 

議
員　

町
は
新
図
書
館
の
建

設
に
つ
い
て
、
高
田
南
土
地
区
画

整
理
事
業
に
「
一
定
の
め
ど
が
つ

い
て
か
ら
」
と
い
う
姿
勢
を
貫
い

て
い
る
。「
一
定
の
め
ど
」
の
時

期
は
明
確
に
い
つ
な
の
か
。

■ 

企
画
財
政
部
長　
「
一
定
の
め

ど
」
と
は
今
年
度
と
考
え
て
も

ら
っ
て
構
わ
な
い
と
思
う
。

■ 
議
員　

新
図
書
館
建
設
に
向

け
て
の
検
討
は
、
ど
こ
が
ど
の
よ

う
な
業
務
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

■ 

町
長　

現
段
階
で
は
財
政
的

な
見
通
し
が
定
か
で
な
く
、
具
体

的
な
検
討
に
着
手
す
る
段
階
で
は

な
い
が
、
政
策
企
画
課
で
補
助
金

や
有
利
な
起
債
、
官
民
連
携
で
の

コ
ス
ト
縮
減
の
可
能
性
の
調
査
、

地
元
金
融
機
関
と
の
意
見
交
換
な

ど
、
情
報
収
集
を
行
っ
て
き
た
。

■ 

議
員　

基
本
計
画
答
申
か
ら

５
年
経
ち
、
環
境
の
変
化
が
起

こ
っ
て
い
る
。
建
設
用
地
も
確
保

し
た
。
具
体
的
に
事
業
を
進
め
る

た
め
検
討
委
員
会
や
準
備
室
の
設

置
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 

町
長　

基
本
的
理
念
は
変
わ

ら
な
い
が
、
用
地
や
連
携
中
枢
都

市
圏
の
形
成
な
ど
環
境
の
変
化
が

あ
る
。
基
本
構
想
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
基
本
と
し
て
、
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
推
進
体
制
を
整
備
す

る
。

■ 

議
員　

東
京
都
豊
島
区
で
は
、

区
役
所
建
替
事
業
を
民
間
資
金
の

活
用
に
よ
っ
て
、
自
己
負
担
ゼ
ロ

円
で
行
っ
て
い
た
。
新
図
書
館
建

設
に
つ
い
て
も
こ
の
様
な
手
法
が

使
え
る
の
で
は
な
い
か
。

■ 

町
長　

同
様
の
事
例
も
含
め

て
、
こ
の
手
法
が
本
町
に
も
可
能

か
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
相
談
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
際
、
収
益
性
の
高

い
施
設
と
の
複
合
化
や
利
益
の
追

求
は
容
易
で
は
な
い
こ
と
。ま
た
、

市
場
性
の
有
無
に
つ
い
て
の
可
能

性
実
地
調
査
の
実
施
が
望
ま
し
い

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
今
後
具
体

的
に
着
手
す
る
際
は
、
官
民
連
携

の
手
法
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

■ 

議
員　

現
図
書
館
の
耐
震
化

に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

■ 
生
涯
学
習
課
長　

耐
震
化
に

答 問
奨
学
金
の

減
免
措
置
導
入
を

財
源
の
問
題
が
あ
り

研
究
し
た
い

新図書館への一定のめどはいつ

今年度と考えて構わない このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。安

あんどう

藤　克
かつひこ

彦 議員

基本計画の速やかな履行を
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回答

■ 

議
員　

特
定
健
診
の
受
診
率

の
現
状
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　
29
年
度
が
45
・
０
％
、

30
年
度
は
暫
定
で
あ
る
が
47
・

６
％
で
少
し
ず
つ
向
上
し
て
い

る
。

■ 

議
員　

微
増
は
し
て
い
る

が
、
目
標
値
の
設
定
が
29
年
度
は

45
％
、
30
年
度
は
49
％
と
い
う
の

は
低
い
の
で
は
な
い
か
。
60
％
く

ら
い
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 

健
康
保
険
課
長　

国
の
目
標

値
は
60
％
で
あ
る
の
で
、
令
和
５

年
度
ま
で
に
段
階
的
に
上
げ
て

60
％
に
し
て
い
く
。

■ 

議
員　

受
診
率
ア
ッ
プ
の
対

策
で
広
報
な
が
よ
に
特
定
健
診
の

受
診
率
の
推
移
の
デ
ー
タ
を
掲
載

し
て
は
ど
う
か
。

■ 

課
長　

前
向
き
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

■ 

議
員　

が
ん
検
診
の
受
診
勧

奨
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の

か
。

■ 

町
長　

今
年
度
は
50
歳
以
上

の
全
員
に
個
別
通
知
を
行
い
、
そ

の
人
が
受
け
ら
れ
る
検
診
を
表
記

し
た
。

■ 

議
員　

乳
が
ん
、
子
宮
が
ん

の
検
診
が
２
年
に
１
回
に
な
っ
て

い
る
が
、
対
象
者
を
偶
数
年
齢
に

す
る
な
ど
わ
か
り
や
す
く
で
き
な

い
か
。

■ 

健
康
保
険
課
長　

個
別
で
の

働
き
か
け
を
行
う
。

■ 

議
員　

健
康
ま
つ
り
で
、
血

管
年
齢
や
骨
密
度
測
定
は
人
気
が

あ
る
の
で
、
他
の
イ
ベ
ン
ト
で
広

げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

■ 

課
長　

血
管
年
齢
の
測
定
は

長
大
医
学
部
の
先
生
の
協
力
で
実

施
し
て
い
る
た
め
で
き
な
い
が
、

骨
密
度
の
測
定
は
他
の
イ
ベ
ン
ト

で
も
行
う
事
は
で
き
る
。

■ 
議
員　

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

へ
の
住
民
の
参
加
状
況
は
ど
う

か
。

■ 

町
長　

30
年
度
の
参
加
者
が

８
０
０
人
、
今
年
度
か
ら
の
参
加

者
が
６
４
６
人
で
１
４
４
６
人
が

参
加
し
て
い
る
。

■ 

議
員　

参
加
者
の
歩
数
の
測

定
会
は
昨
年
か
ら
ど
の
よ
う
に
日

程
を
変
更
し
た
の
か
。

■ 

健
康
保
険
課
長　

昨
年
は
月

３
回
だ
っ
た
が
、
20
日
以
降
月
末

ま
で
役
場
で
、第
３
水
曜
日
の
夜
、

最
後
の
土
曜
日
の
午
前
中
と
回
数

を
増
や
し
て
い
る
。

■ 

議
員　

参
加
者
の
声
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

■ 

課
長　

家
族
や
友
人
と
健
康

に
つ
い
て
話
す
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
、
夫
婦
の
会
話
が
増
え
た
な
ど

が
あ
る
。

■ 

議
員　

本
町
の
口
腔
ケ
ア
に

は
ど
の
よ
う
な
取
組
が
あ
る
の

か
。

■ 

町
長　

乳
幼
児
期
か
ら
高
齢

者
ま
で
全
て
の
世
代
を
対
象
に
実

施
し
て
い
る
。
町
内
全
て
の
幼
稚

園
、
保
育
所
、
小
学
校
で
は
フ
ッ

化
物
洗
口
事
業
、
歯
周
疾
患
検
診

を
40
・
50
・
60
・
70
歳
を
対
象
に

し
て
お
り
、
今
年
度
か
ら
妊
婦
、

30
歳
に
も
対
象
を
拡
大
し
て
い

る
。

■ 

議
員　

口
腔
ケ
ア
に
力
を
入

れ
る
た
め
に
も
歯
科
衛
生
士
を
職

員
に
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

■ 

総
務
課
長　

専
門
職
が
必
要

に
な
っ
た
時
に
検
討
す
る
。

特定健診の受診率の現状は

少しずつ向上している
中
なか

村
むら

　美
み

穂
ほ

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

この封筒届いていませんか？特定検診、受診しましょう

健

康

ポ

イ

ン

ト

口

腔

ケ

ア
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口
腔
ケ
ア
と
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
調
査

委
員
長
　
中
村
　
美
穂

議
会
運
営
と
議
会
災
害
対
応
な
ど
調
査

委
員
長
　
　
岩
永
　
政
則

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
　
調
査
報
告

議
会
運
営
委
員
会
　
調
査
報
告

○
調
査
期
日

　

７
月
24
日
～
26
日

○
調
査
場
所

東
京
都
大
田
区

千
葉
県
柏
市

東
京
都
新
宿
区

○
調
査
目
的

口
腔
ケ
ア
と
健
康
づ
く
り

重
症
化
予
防
の
た
め
の
取
組

介
護
予
防
事
業
と
し
て
の
取
組

○
調
査
を
終
え
て

　

生
涯
を
通
し
た
口
腔
ケ
ア
の
取
組
と

し
て
妊
娠
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
切
れ
目

な
く
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
高
齢
者

の
摂
食
嚥え
ん
げ下
機
能
指
導
を
歯
科
医
師
会

の
協
力
を
得
て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

で
行
っ
て
い
た
。

　

新
宿
ご
っ
く
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
ご
っ
く
ん
チ
ェ
ッ
ク
表
を
使
い
、
む

せ
る
と
チ
ェ
ッ
ク
が
つ
い
た
場
合
は
、

○
調
査
期
日

７
月
29
日
～
31
日

○
調
査
場
所

神
奈
川
県
秦
野
市
議
会

茨
城
県
境
町
議
会

埼
玉
県
富
士
見
市
議
会

○
調
査
目
的

議
会
災
害
対
応

議
会
運
営
委
員
会
の
運
営

○
調
査
を
終
え
て

　

秦
野
市
議
会
で
は
、
災
害
の
対
象
を

大
規
模
な
災
害
、
震
度
５
以
上
の
地
震

な
ど
に
限
定
し
て
い
た
。
ま
た
議
員
の

行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
議
員
の
初
動
体
制

を
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
大
変
参
考

に
な
っ
た
。

　

境
町
議
会
で
の
災
害
対
応
で
特
に
目

を
引
い
た
の
は
、
１
千
人
を
収
容
す
る

３
階
建
て
の
水
害
避
難
タ
ワ
ー
で
あ
る
。

　

富
士
見
市
議
会
で
は
、
災
害
対
策
会

専
門
医
に
診
て
も
ら
い
改
善
に
繋
げ
て

い
た
。

　

フ
レ
イ
ル
（
健
常
か
ら
要
介
護
へ
移

行
す
る
中
間
の
段
階
）
予
防
の
取
組
と

し
て
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
や
多
職

種
チ
ー
ム
の
連
携
も
見
ら
れ
た
。
本
町

で
も
積
極
的
な
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

議
設
置
要
項
を
平
成
26
年
か
ら
施
行
し
、

さ
ら
に
災
害
対
応
指
針
を
作
成
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
参
考
に
な
っ
た
。
対
象
は
、
大

規
模
な
火
災
・
爆
発
な
ど
と
し
て
い
た
。

　

議
会
運
営
で
は
、
議
会
運
用
基
準
は

作
成
し
て
い
な
い
。
申
し
合
わ
せ
事
項

を
30
年
に
更
新
と
の
こ
と
。

　

こ
の
調
査
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
今
後

研
究
・
検
討
を
深
め
て
い
き
た
い
。
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読みやすい　わかりやすい紙面づくりを追求

開かれた議会を目指して

モニター会議実施で意見交換
　８月20日、議会広報広聴常任委員会は議会広報モニ
ターの皆様と意見交換を行いました。
　議会だより170号に寄せられた貴重なご意見を、十
分参考にして今後の編集に生かしていきます。

長与町議会 50周年記念議場コンサートのお知らせ
　長与町議会50周年を記念し、議場コンサートを開催
します。
　長与町出身のバイオリニスト中西弾さんをはじめ、
長与町にゆかりのある３組の演奏をお楽しみいただけ
ます。入場は無料です。
　これまで傍聴などに来られたことのない方も是非お
越しください。
※入場には入場券が必要です。
　令和元年10月28日（月）午前９時より、長与町役場
４階議会事務局（TEL：801-5700）にて入場券の配布を
行います。（お一人様２枚まで）

広報モニター 委　員　会
表紙
タイトル

・「みんな」とつけたことでソフトな印象になった
が、「ギカイ」がカタカナになっていることに違
和感がある。
・写真は明るいがパンフレットに思える。

・若者も手に取りやすいという思いから他自治体の
事例を参考に採用した。
違和感もあると思うが、今後２年間続け、評価を
問いたい。

内　容 ・賛否表の文字が小さい。
・議員の写真が多い。
・委員会の所管を詳しく掲載して欲しい。

・今回は、無投票だったことから、議員全員の抱負
を載せるなど、例外的な部分も多かった。

配布方法 ・自治会に加入していない人にも届ける方法を考え
るべきではないか。
・大学に置いて、学生にも手に取ってもらうなど、
工夫の余地はあると思う。

・自治会に配布を依頼している立場であり難しい面
もあるが、今後、協議していきたい。

開催日時 会　　場 出　　演　　者
11 月 16 日　（土）
　13：30　開場
　14：00　開演
　15：30　終了予定

長与町役場 4 階 議場
席数：69 席（全席指定）

中西　弾（バイオリン）
オットリーズ（アイリッシュ音楽）
Believe （ニ胡）

議会だよりが行政情報アプリ
「マチイロ」で読むことができ
るようになりました。
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発
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長

崎
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／
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憲
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郎
　

編
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／
議

会
広

報
広

聴
常

任
委

員
会

　
印

刷
／

川
口

印
刷

株
式

会
社

議
会
広
報
広
聴

常
任
委
員
会

　統
一
地
方
選
挙
の
た
び
に
投

票
率
が
過
去
最
低
を
更
新
す
る

中
、
小
中
学
生
の
時
か
ら
選
挙

や
社
会
参
画
の
大
切
さ
を
教
え

る
「
主
権
者
教
育
」
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　「無
投
票
で
よ
か
っ
た
で
す

ね
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る

ん
で
す
が
、
議
会
・
議
員
が
行

政
を
監
視
す
る
よ
う
に
、
議
会
・

議
員
も
ま
た
市
民
か
ら
監
視
さ

れ
な
け
れ
ば
、
気
が
緩
ん
だ
り

手
を
抜
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
得
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

無
投
票
は
誰
に
と
っ
て
も
決
し

て
い
い
こ
と
で
は
な
い
ん
で
す
。

　選
挙
の
時
に
し
っ
か
り
と
投

票
（
ま
た
は
立
候
補
）
し
て
も

ら
え
る
た
め
に
も
、
皆
様
に
私

た
ち
町
議
会
の
仕
事
に
興
味
と

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
紙
面
作
り
を
心
掛
け
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
感
想
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。（
八
木

　亮
三
）

委 

員 

長

　金
子

　
　恵

副
委
員
長

　堤

　
　理
志

委

　
　員

　八
木

　亮
三

　
　
　
　
　松
林

　
　敏

　
　
　
　
　西
田

　
　健

　
　
　
　
　安
部

　
　都

　
　
　
　
　安
藤

　克
彦

　
　
　
　
　吉
岡

　清
彦

編
集
後
記

この「ながよ町議会だより」は、環境に配慮し再生紙と揮発性有機化合物を一切含まない
NON-VOC ベジタブルインキで印刷されています。

皆さまの声は抜粋、要約させていただきました。
たくさんのご意見ありがとうございました。

傍聴席から
９月議会の傍聴者は

延べ でした73人

　町民に心を寄せ、苦情に耳を傾け、議会に取り上げ、問題点、不足点を
明らかにする本町議員さんたちは、それぞれ個性を生かした姿勢でテーマ
をとり上げ、頼りがいのある集団と感じた。町長・町幹部と丁々発止のやり
合いで共に職責を果たすよう努力してほしい。　　　 （60代　男性）

細かい仕事の内容や町の考えなどは傍聴することで知ること
ができ、貴重な機会ですね。

（70代　女性）　私たち町民、市民がより快適に安心して
暮らせるよう、多くの方がこうした場で深く
考えられ、議論されていると今日知れて良
かったです。貴重な経験となりました。また
議会の傍聴をしたいと思いました。

 （10代　女性）

　長与町内にはＪＲの
駅が４つあります。その
内の１つが「本川内駅」
です。ピンク色の駅舎
がレトロな雰囲気で、
とても素敵ですね。
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次の定例会は 開会の予定です。傍聴をお待ちしています。12月3日（火）

123,372円支出合計 （14件）

令和元年７月１日から９月３０日までの
総額と件数議長交際費

寸志・慶祝など ……… 55,000円（8件）
香典・生花スタンド等…… 30,160円（2件）
激励カンパ ………… 10,000円（1件）
視察お土産代 ……… 26,178円（2件）
その他（見舞金・負担金など）…… 2,034円（1件）

平成30年度決算の報告と、意見交換会を開催します。
議員と町のことを語り合いませんか？お子様連れでも大歓迎です。多くの方のご参加をお待ちしています。

開催日時 場　　所 出　　席　　議　　員

10 月 25 日 ( 金 )
18 時 30 分～ 20 時

北部多目的研修集会施設 松林　敏  ・  内村　博法  ・  堤　理志

長与公民館 八木　亮三  ・  金子　恵  ・  吉岡　清彦

10 月 26 日 ( 土 )
14 時～ 15 時 30 分

上長与公民館 西田　健  ・  安藤　克彦  ・  竹中　悟

南交流センター 中村　美穂  ・  安部　都  ・  河野　龍二

高田公民館 浦川　圭一  ・  岩永　政則  ・  西岡　克之
※手話通訳が必要な方は、事前に議会事務局に御相談ください。

議員と語ろう会　議会報告会のお知らせ
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